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研究成果の概要（和文）：本研究では、外国語学習場面でこれまで使われている翻訳中心の語彙学習方法とコミュニケ
ーション場面から語彙を推測しながら習得する方法がどこのように異なるのかについて、機能的磁気共鳴画像法（fMRI
）を用いて検討を行った。主要な結果は以下の2点である。第一に、コミュニケーション学習は翻訳中心の学習に比べ
、言語コミュニケーション活動に必要とされる広い範囲の脳領域が学習時に関与することである。第二に、記憶を司る
海馬、他人の意図を読み取る社会認知領域、運動野が学習者の成績に関与していることが明らかになった。本研究を通
して社会的場面からの言語学習の重要性が初めて明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The present study investigated neural mechanisms of acquiring second language 
(L2) from communicative social contexts, comparing with first-language (L1) translation-based learning. 
The following three major findings emerged. First, behaviorally, learning from social contexts showed 
better performance than L1 translation-based learning. Second, learning from social contexts recruited 
more brain areas associated with language communication. Third, higher proficiency learners recruited the 
motor, social cognition and memory-related areas including hippocampus during the initial stage of 
learning from social contexts. These findings suggest an importance of learning from social contexts in 
L2 acquisition.
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１． 研究開始当初の背景 
近年、機能的磁気共鳴画像法（fMRI）をは
じめとする非侵襲的脳機能イメージング技
術を利用した脳科学的研究が進歩し、外国語
の習得メカニズムの解明が急速に進んでい
る。これまでのところ、語彙学習にはエピソ
ード記憶と意味記憶を結び付ける働きのあ
る内側側頭葉が関与していること、文法学習
には言語の規則の処理に特化している左半
球の下前頭回が重要な役割を担っているこ
と、これらの領域が言語適性などの個人差に
大きく影響されることが解明されつつある
（Breitenstein et al., 2005）。しかし、これまで
の研究は学習方法の違いに注目した研究が
あるものの (Jeong et al., 2010)、殆どの研究が
単語と単語あるいは単語と絵の対連合学習
を対象としていることから、効果的な語彙教
授法に応用可能な研究は大幅に遅れている。 
 
２． 研究の目的 
本研究は、脳機能的磁気共鳴画像法 

(fMRI) を用いて、我々がコミュニケーショ
ン場面から外国語をどのように習得するの
かを解明することが目的である。本研究では、
コミュニケーション場面からの語彙学習を、
子供が母語を学ぶ際、また成人がコミュニケ
ーションの中から外国語を覚えていく際に
行われる学習プロセスで、その言葉がどのよ
うな意味や機能で使われているのかを使用
されている文脈から推測しながら、覚える学
習方法と定義する。コミュニケーション場面
から言語を学習する際の脳内メカニズムを
解明することで、脳科学の発展に寄与すると
ともに、外国語教育への教授法の提案可能で
ある。 
 
３． 研究の方法 
右利きの 36 名の日本人大学生 (年齢 19～

25歳、男性 19名、女性 17名) が外国語を学
習する実験に参加した。実験前に被験者全員
に実験方法について十分に説明を行い、書面
による同意を得た。学習対象とした言語は、
被験者がこれまで一度も学んだことがない
韓国語を対象とした。 
実験は二日に分けて行われ、一日目は午前
中４時間、午後４時間で一日中学習実験に参
加した。まず、１日目の初めての学習と学習
の最後２回において学習する際の脳活動を
3T-MRI (フィリップス社製アチーバ) で測定
した。次に、記憶定着後の単語想起において
学習方法の影響を検討するために、実験二日
目に、覚えた単語を想起する単語認知課題を
実施し、その際の脳活動を 3T-MRI で測定し
た。最後にパソコンのプログラムを用いて被
験者がどれぐらい単語を覚えているのかを
測定するテストを実施した。 
学習対象であった韓国語音声は、その単語
が使用されている様々なコミュニケーショ
ン場面を見ながら単語の意味を推測して覚
える条件 (コミュニケーション条件) と日本

語の翻訳を提示し覚える条件 (翻訳条件) に
分けて、学習させた。さらに、対象言語の音
声の複雑さとコミュニケーション条件での
視覚情報のコントロールのために、韓国語の
無意味音声単語 (無意味単語条件)、母語 (日
本語) を用いたコミュニケーション場面条件、
母語の文字を提示する条件 (母語文字条件) 
を加え、学習対象である韓国語条件と同じ回
数、見たり聞いたりするように指示した。
SPM8 を用いて分析を行った(統計値：p < 
0.05全脳対象、クラスタレベルで多重比較
補正)。 
 
４． 研究成果 
４．１ 行動データの結果 
学習１日後のテストでは、二つの学習方法
で覚えたすべての単語を対象とし、学習した
単語がコミュニケーション場面で正しく使
われているのかどうかを判断する社会的場
面テストと、覚えた言葉が正しく翻訳されて
いるのかを判断する翻訳テストを実施した。
その結果、その結果、コミュニケーション場
面で覚えた単語は、どの条件でも成績がよい
のに対し、翻訳から覚えた単語は社会的場面
テストでは、コミュニケーションで覚えた単
語より、正答率が有意に低く、反応時間は優
位に長い結果だった (Ｔ検定、両側 p < 0.05)。
これらの結果から、コミュニケーション場面
学習がより効果的であると言える。 
 
４．２ 脳イメージング結果 
まず、それぞれの学習時に関与する脳内メ
カニズムがコミュニケーション場面条件と
翻訳条件でどのように異なるのか、学習者の
習熟度とどのように関係するのかを分析し
た。その結果、翻訳条件と比べ、コミュニケ
ーション場面条件は、両半球の下前頭回、側
頭葉の後部など言語コミュニケーション活
動に必要とされる広い範囲の脳領域が関与
していることが分かった（図１）。 
さらに、成績が高い学習者ほど、コミュニ
ケーション場面から学習する際に、記憶を司
る海馬、他人の意図を読み取る右半球の側頭
頭頂接点部、運動野がより活性化した（図２）。
これらの結果は、目標語彙がどのように社会
的文脈で使われているのかを頭でシミュレ
ーションしながら意味を学習していること
を示唆する結果である。 
 

 



 
 
次に、学習した語彙の記憶定着後の効果を調
べるために二日目に行った想起課題時の脳
活動の分析を行った。その結果、コミュニケ
ーション場面学習で覚えた単語を想起する
際には、翻訳学習で覚えた単語を想起する際
より、右半球の内側側頭葉の一部である海馬
傍回で有意な活動が検出された (図 3)。 
内側側頭葉の海馬や海馬傍回はエピソー
ド記憶と意味記憶を結び付ける働きがある
領域で、言語習得においては個人の単語の記
憶能力に関連すると報告されている 
(Breitenstein et al., 2005)。さらに、脳損傷の究
から、右の海馬傍回は言語コミュニケーショ
ンにおけるパラ言語的な要素の処理に関連
していることが示唆されている (Rankin et al., 
2009)。 
本研究の結果は、コミュニケーション場面
から覚えられた語彙は翻訳で覚えた語彙よ
りも記憶が強化され、言葉の意味だけではな
く、文脈の中でどのように使われているのか
という機能まで結びつけて習得されたと考
えられる。本研究を通して社会的場面からの
言語学習の重要性を脳イメージングのデー
タを用いて初めて明らかにした。 
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